
京都芸術大学通信教育部へようこそLet's Back to School！

［芸術学科］歴史遺産コース
今日に遺されてきた形ある「もの」（美術工芸、建築、庭園、古文書など）、形のな
い「もの」（芸能、祭、習俗など）は、歴史や宗教、思想など人々の「こころ」をとも
なってきたからこそ、長い年月のなかで大切に守られてきたのです。
私たち自らが「もの」と「こころ」の実際を知り、理解しなければ、文化遺産は伝え
られません。過去を知り、現在を
考え、未来につなぐ、その学びの
場が歴史遺産コースです。 日
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栗本徳子 教授

同志社大学文学部文化学科卒業。

日図デザイン博物館学芸員を経

て、同志社大学文学研究科博士課

程前期修了、同博士課程後期単位

修得退学。共著に『文化史学の挑

戦』（思文閣出版 /2005）等。

［芸術学科］文芸コース
想いや考えを文章でうまく表現したいというのは誰もが望むことではないでしょう
か。小説やエッセイはもちろんのこと、詩や戯曲、旅行記、さらには文芸評論な
ど、さまざまな種類の文芸作品を仕上げます。それらを通じて書く技法を学びま
す。読むことと書くことを通じて、自分自身と向き合い、表現する。それが文芸コー
スの学びです。

安藤善隆 准教授
関西大学法学部卒業。編集者・文

筆家。ぴあ株式会社入社後、ぴあ

関西版編集長などを務め、現在は

様々な媒体に評論、コラム、インタ

ビュー等を執筆するほか、長年戯曲

賞応募作の選考にも携わる。

［芸術学科］アートライティングコース
本コースは芸術や文化の書き手を育てることを目的としています。広く世界の芸術
史や芸術理論の基礎知識を学びつつ、芸術についての研究や批評などの専門的な
アプローチ方法を習得。他者に伝わる批評的（クリティカル）な文章の作成を実践
的に学びます。自分が発見し、「すばらしい！」「面白い！」と思えるアートや文化活
動の価値をことばにして他者に伝え
たい、広く発信してみたいという学
生を求めています。
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大辻都 教授　

東京大学大学院総合文化研究

科博士課程修了。博士（学術）。

専門はフランス語圏文学および

現代文学全般。著書に『渡りの

文学』（法政大学出版局／ 2013

年）など。

［芸術教養学科］［美術科］書画コース
芸術的素養や知識、考え方をもって今の自分を高めたい、創造的な思考を仕事や
生活に活かしたいと意欲を持たれている方にぜひ。
芸術の本来の意味は「人間を自由にする学問」。芸術を学ぶことで個人のチカラ
を拡張し、真に自由な人としての教養を身につけることなのです。
そんな芸術教養を備えた社会人が増
えることで、この社会はきっとより良く
変わっていくと信じています。

「墨」は数千年という歴史の中で多くの人を魅了してきました。ものの見方は一つで
はなく、さまざまな可能性を秘めています。これから墨を深く理解するためには、書
画表現と真摯に向き合い多くの経験を積むことです。そのためには効率よく最短距
離を進むのではなく、時には立ち止まり、寄り道する心のゆとりが必要になってき
ます。自分と向き合う時間、それは他人の評価ではなく自己への挑戦です。さあ、
機は熟しました。新たなカリキュラム
のもと、唯一無二の書画世界を創造
していきましょう！ ひ
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早川克美 教授

武蔵野美術大学工芸工業デザ

イン学科卒業。東京大学大学院

学際情報学府 修了。 GKインダ

ストリアルデザイン研究所、GK

設計を経て2003 年 F.PLUS 設

立。同代表・アートディレクター。

塩見貴彦 准教授

二松学舎大学文学部中国文学科

卒業後、中国政府奨学金を得て中

国美術学院に留学。同大学院中国

画山水学科修士課程修了。 2018

年 第 2 回 ASIAN ART BIENNIAL

銅賞（香港）ほか受賞歴多数。

［美術科］写真コース
写真コースでは、写真を記録と表現の両面から理解し、制作に取り組んでいきま
す。芸術系大学では数少ない写真専攻のひとつであり、体系的にしっかり学ぶこと
ができます。単なる技術だけでなく、思考を重視してカリキュラムを展開します。ま
た学習成果を積極的に世の中に発信していくすべについても学んでいきます。個展
開催や写真集出版、海外での作品展
示など実際に写真界で活躍し、注目
されている作家を輩出しています。
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勝又公仁彦 准教授

早稲田大学法学部卒業、「時間」

「光」「場所」などをサブテーマに、

写真の構造に触れるコンセプチャル

な作品展開を続ける。東京国立近

代美術館など国内外の主要なコレ

クションに作品が収蔵されている。

［美術科］染織コース
染めることや織ることを通して自分の可能性を発見します。壁にかけるタピストリー
から、コップの下に敷くコースター、衣服を彩る模様やかたち、絵画や彫刻のような
自己表現までさまざまです。どのような染織を目指すか、色々な試みの中でみつけ
ていきます。染織を通じてまずは自分を知ること、次に自分の得意な方法で社会に
発信することを考えます。
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久田多恵 准教授

京都市立芸術大学大学院美術研究

科修士課程修了。織作品を中心に、

ニッティング、フェルティング、縫い

などの技法で繊維を素材とした造

形作品発表を行う他、数多くの展

覧会にも出品。

［美術科］陶芸コース
陶芸という世界を通じて、生活に潤いを与える器をつくること、アートとして自己表
現となる作品づくりが学べます。ただつくるための技術ではなく、それを使っていか
に美しい形をつくりだすか、自分が表現したい形を実現するにはどうすればいいの
か、ちったイメージを形にする勉強をするのが大きな目的です。まったく初めて土に触
ろうとする人でも着実に勉強をすすめ
ていけるカリキュラムを用意してます！

西村充 准教授

大阪芸術大学芸術専攻科工芸

専攻修了。器から立体まで陶に

よる作品を制作。主に陶がみせ

るテクスチャーを意識したスラブ

による作品を制作している。

［美術科］洋画コース
洋画コースではまず、「自分の眼と手」を尊重します。今まで見てきた「ものごと」
の多くが世間の常識や一般的な知識であるなか、真に「見ることは何か」を探りま
す。見て描くことを自分の中に蓄積するうち、自己の表現したいことが形となって現
れ、創造の面白さを知るのです。ご自宅で絵具を広げ、描きかけの絵を眺める環境
をつくるのは少々大変なことかもし
れません。しかし、一歩を踏み出せ
ば新しい世界が必ず待っています。

奥田輝芳 教授

京都市立芸術大学大学院美術研

究科油画修了。 2020 年「natural 

vol.2」（ギャラリーヒルゲート）、

2019 年「DECADE」（ga l e r i e

weissraum）等。

［美術科］日本画コース
絵が好きな方、新しいことを始めてみようというチャレンジ精神旺盛な方、自然を
愛する方…そしてすべての方に。初めてでも心配ありません。ひとつひとつの学び
によって、絵が上手くなるだけではなく、生活の中に発見が増え、描くほどに自分
のこころを成長させることができます。卒業後にこそどんどん活躍していただけるよ
う、焦らずじっくりと、そして楽しく力
をつけていきましょう。

松生歩 教授

京都市立芸術大学大学院修了。山

種美術館大賞展大賞、菅楯彦大賞

展大賞、京都府文化賞奨励賞など

受賞歴多数。文学や文章表現と絵

画との融合を指向し自作の物語や

詩と絵画による個展を中心に活動。

［芸術学科］和の伝統文化コース
本コースでは、能楽、歌舞伎、茶の湯、生け花など諸々の伝統文化を広く学習の
対象としています。伝統文化といっても、固まった知識や作法として捉えるのではな
く、現代人である我々が生活していく中で活かせるような柔らかい知恵として、伝
統文化を考え、身につけることを目指しています。また、個々の伝統文化を別々に
身につけるのではなく、それらに貫徹
する「こころ」を見出すことができれば
と考えています。

森田都紀 准教授

東京藝術大学大学院音楽研究科博

士後期課程修了。博士 ( 音楽学 )。

日本学術振興会特別研究員（PD）

等を経て現職。専門は芸能史、日本

音楽史。とくに能の演奏技法の伝

承を研究。

［芸術学科］芸術学コース
大学における勉強のゴールは人それぞれ。優れた卒業論文を執筆して大学院に進
学したり、研究者になったりすることだけがゴールではありません。たとえば、芸術
に関する哲学書を時間をかけてじっくり読む、ひとつの芸術作品について深く考察
する、博物館や美術館で研究対象と出会う、学友や家族と芸術談義にふける、と
いうように生涯にわたって日頃の生活
の中で学んだ成果を大いに楽しむこと
ができます。

金子典正 教授

早稲田大学文学研究科博士後期

課程満期退学。博士（文学）。専門

は仏教美術史、東洋美術史。『ア

ジアの芸術史造形編Ⅰ 中国の美

術と工芸」（2013）など著書、共著

多数。

コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→
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か、ちったイメージを形にする勉強をするのが大きな目的です。まったく初めて土に触
ろうとする人でも着実に勉強をすすめ
ていけるカリキュラムを用意してます！

西村充 准教授

大阪芸術大学芸術専攻科工芸

専攻修了。器から立体まで陶に

よる作品を制作。主に陶がみせ

るテクスチャーを意識したスラブ

による作品を制作している。

［美術科］洋画コース
洋画コースではまず、「自分の眼と手」を尊重します。今まで見てきた「ものごと」
の多くが世間の常識や一般的な知識であるなか、真に「見ることは何か」を探りま
す。見て描くことを自分の中に蓄積するうち、自己の表現したいことが形となって現
れ、創造の面白さを知るのです。ご自宅で絵具を広げ、描きかけの絵を眺める環境
をつくるのは少々大変なことかもし
れません。しかし、一歩を踏み出せ
ば新しい世界が必ず待っています。

奥田輝芳 教授

京都市立芸術大学大学院美術研

究科油画修了。 2020 年「natural 

vol.2」（ギャラリーヒルゲート）、

2019 年「DECADE」（ga l e r i e

weissraum）等。

［美術科］日本画コース
絵が好きな方、新しいことを始めてみようというチャレンジ精神旺盛な方、自然を
愛する方…そしてすべての方に。初めてでも心配ありません。ひとつひとつの学び
によって、絵が上手くなるだけではなく、生活の中に発見が増え、描くほどに自分
のこころを成長させることができます。卒業後にこそどんどん活躍していただけるよ
う、焦らずじっくりと、そして楽しく力
をつけていきましょう。

松生歩 教授

京都市立芸術大学大学院修了。山

種美術館大賞展大賞、菅楯彦大賞

展大賞、京都府文化賞奨励賞など

受賞歴多数。文学や文章表現と絵

画との融合を指向し自作の物語や

詩と絵画による個展を中心に活動。

［芸術学科］和の伝統文化コース
本コースでは、能楽、歌舞伎、茶の湯、生け花など諸々の伝統文化を広く学習の
対象としています。伝統文化といっても、固まった知識や作法として捉えるのではな
く、現代人である我々が生活していく中で活かせるような柔らかい知恵として、伝
統文化を考え、身につけることを目指しています。また、個々の伝統文化を別々に
身につけるのではなく、それらに貫徹
する「こころ」を見出すことができれば
と考えています。

森田都紀 准教授

東京藝術大学大学院音楽研究科博

士後期課程修了。博士 ( 音楽学 )。

日本学術振興会特別研究員（PD）

等を経て現職。専門は芸能史、日本

音楽史。とくに能の演奏技法の伝

承を研究。

［芸術学科］芸術学コース
大学における勉強のゴールは人それぞれ。優れた卒業論文を執筆して大学院に進
学したり、研究者になったりすることだけがゴールではありません。たとえば、芸術
に関する哲学書を時間をかけてじっくり読む、ひとつの芸術作品について深く考察
する、博物館や美術館で研究対象と出会う、学友や家族と芸術談義にふける、と
いうように生涯にわたって日頃の生活
の中で学んだ成果を大いに楽しむこと
ができます。

金子典正 教授

早稲田大学文学研究科博士後期

課程満期退学。博士（文学）。専門

は仏教美術史、東洋美術史。『ア

ジアの芸術史造形編Ⅰ　中国の美

術と工芸」（2013）など著書、共著

多数。

コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→
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博物館学芸員課程
学芸員の仕事は、知識や経験はもとより、さまざまな時代や地域、文化圏のものの
見方や感性を受け入れ、ときにはそこから新しい価値を発見していく柔軟さが求め
られます。本課程は、年齢も住んでる地域も、経歴やバックグラウンドもさまざまで
あり、お互いによい刺激を与え合うことができます。
また、時間を有効に使いながら自分のペースで学習を進められる点も利点です。
やるべきことは少なくはないですが、それで
もじっくりと時間をかけて腰を据えて学芸
員としての発想や思考を学べます！

田中梨枝子 准教授

神戸大学大学院修了。製菓会社

の商品企画、複数美術館・博物

館勤務を経て現職。美術科教育

に関心を持ち、世代による鑑賞の

違いに注目。教育プログラムの企

画・実践、教材開発などを行う。

［デザイン科］空間演出デザインコース
「空間演出デザイン」とは聞き慣れない言葉だと思いますが、決して特別なことで
はなく、皆さんの日常生活の延長にあるもの。身の回りを心地よくしようとする小さ
な取り組みも問題を解決しようと試みる「空間演出デザイン」といえます。だれもが
はじめやすく、自らの経験を活かせる分野であり、かつ生活スタイルの変化にとも
なってつねに成長をつづけるデザイ
ンです。興味のある方はぜひ気軽
に、その扉をノックしてください。

上田篤 副学長／教授

大阪岸和田市出身。だんじり囃子

を聞きながら育つ。京都工芸繊維

大学大学院修了後、就職先で建

築設計からマーケティングまで担

当しその後独立。本学通信教育部

のあらゆるところで奮闘中。

［デザイン科］ランドスケープデザインコース
＜ランドスケープ＝風景＞はすでにそこにあり、すべてをゼロからデザインすること
はできません。必要なのは既存の風景の「どこに目をつけ」、それを活かすために
「何を除き、加えるか」といった広い意味での編集能力です。そのためには異業種
で得た知識や技術、家庭や社会で培った経験など幅広い見識が大変役に立ちま
す。通信教育の利点を活かして、
仕事や家庭を持っている方にこそ
チャレンジしていただきたいです。

稲田多喜夫 准教授

東京藝術大学卒業後、鈴木昌

道造園研究所に在籍し、茨城

県県庁舎、清瀬駅北口広場（東

京）などのランドスケープデザイ

ンを担当。稲田ランドスケープ

デザイン事務所を立ち上げ、国

内外のプロジェクトを担当。

［デザイン科］建築デザインコース
建築は本来、衣食住の「住」にはじまるように誰もが身近な地域や環境を豊かにす
るために様々な実践が可能な領域です。学生としてだけでなく、家事や育児、介護
といった実生活や、社会人として働く方の多い本コースでは、それぞれの生活意識
や実感を生かしながら建築のデザインを学ぶことができます。大学で学んだ建築の
知識や技術、思考する力を、そ
れぞれの環境、身近な誰かの
ために実践できる人になっても
らいたいと願っています。

殿井環 専任講師

東京工業大学大学院建築学

専攻修了。山本理顕設計工場

にてアジア圏の様々なプロジェ

クトを担当。 2012 年に殿井

建築設計事務所を共同主宰。

日本建築学会作品選集新人

賞等、国内各賞を受賞。

［デザイン科］グラフィックデザインコース
日常にあふれる「デザイン」というジャンルを学ぶことは特別なことではありませ
ん。しかし、学ぶという行為はこれまでの自分を異なる方向から見つめ新たな道を
切り開く原動力になります。それらの力はデザインの領域を超えて、みなさんの仕
事や生活、人生を豊かなものにできると信じています。少し視点を変えるだけで、
大切なことや改善すべき問題、あるいは物事の本質や普遍のテーマ
をも発見できるでしょう。

上原英司 准教授

京都精華大学美術学部デザイン学科

ビジュアルコミュニケーションデザイン

専攻卒業。大日本印刷株式会社 CDC

事業部入社。カタログやパンフレット、

カレンダーなどのペーパーメディアから

イベント企画、ウェブをはじめとするデ

ジタルコンテンツまで、企業のセールス

プロモーションのプランニングおよび

アートディレクションを数多く手掛ける。

［デザイン科］イラストレーションコース
イラストレーションは誰でも簡単にはじめられて、イメージをダイレクトに表現でき
る手段です。イラストを描けると地域や言語はもちろん、時代を超えて様々な人とコ
ミュニケーションをとることができます。プロの世界に挑戦するのも、自身の表現を
突き詰めるのも自由です。是非、本コースであなた自身の感性を育てながら新しい
可能性をみつけてください。

虎硬 准教授

イラストレーター、プロデューサー。

ピクシブ株式会社所属。制作実績

にバンド「神様、僕は気づいてし

まった」メインヴィジュアル、株式会

社アニメイト企業ロゴなど。その他

Google+、TOYOTAプリウスなど

PRイラスト多数担当。

京都芸術大学 通信教育部の特長
忙しい社会人でも、初心者の方でも。京都芸術大学だからこそ、安心して学修に取り組める体制を整えています。

全
国
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
資
格
取
得
が

目
指
せ
ま
す
！

身
の
ま
わ
り
を
心
地
よ
く

す
る
工
夫
も
じ
つ
は
「
空

間
演
出
デ
ザ
イ
ン
」
で
す

イ
ラ
ス
ト
を

第
二
言
語

に

世
代
や
地
域
、職
種
を
超
え
た

仲
間
が
集
ま
る
環
境
で
建
築

を
存
分
に
学
ん
で
ほ
し
い

問
題
を
み
つ
け
、解
決
策
を

考
え
る
デ
ザ
イ
ン
で
、日
常

の
見
方
も
変
わ
り
ま
す

京都芸術大学
通信教育部へようこそ

Let's Back to School！
コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→
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ｎ＝在学生数 10,645 名
（2021 年 5月現在）

20代
23％

10代5％

30代
17％

40代
21％

50代
20％

60代
11％

70～90代3％1万人が学ぶ日本最大の芸術大学
18 歳から96 歳まで、10,645 名が在籍
（2021 年 5月現在）。会社員・主婦・定
年後などのあらゆる立場・職業の人々が
全国＋海外から集う、日本初の通信による
4年制芸術大学です。

対面授業は週末2日間。
京都・東京のキャンパスだけで卒業可能。
スクーリング（対面授業）は週末 2日間で
受講。京都または東京のキャンパスだけで
卒業できます。（※）
またオンラインによるスクーリング（遠隔授
業）も充実しています。

※陶芸は京都または遠隔のみ
※染織は一部を除き京都または遠隔のみ
※「手のひら芸大」はすべてオンライン上
での受講。

教員によるアドバイス

延べ1000名以上の教員による丁寧な添削
教員によるアドバイスがびっしりと書き
込まれて返却される、細やかな添削指導
が好評。添削のほか、学習用Webサイト
『airU（エアー・ユー）』で提供される本
学独自の動画教材を視聴することで、自宅
でも臨場感のある学びが受けられます。

添削例をみる

https://www.kyoto-art.ac.jp/
t/about/correction/

オンラインで授業を無料体験しよう

”

“
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京都芸術大学通信教育部へようこそLet's Back to School！

［芸術学科］歴史遺産コース
今日に遺されてきた形ある「もの」（美術工芸、建築、庭園、古文書など）、形のな
い「もの」（芸能、祭、習俗など）は、歴史や宗教、思想など人々の「こころ」をとも
なってきたからこそ、長い年月のなかで大切に守られてきたのです。
私たち自らが「もの」と「こころ」の実際を知り、理解しなければ、文化遺産は伝え
られません。過去を知り、現在を
考え、未来につなぐ、その学びの
場が歴史遺産コースです。 日

本
の
歴
史
遺
産
の

未
来
は
わ
た
し
た
ち
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す

栗本徳子 教授

同志社大学文学部文化学科卒業。

日図デザイン博物館学芸員を経

て、同志社大学文学研究科博士課

程前期修了、同博士課程後期単位

修得退学。共著に『文化史学の挑

戦』（思文閣出版 /2005）等。

［芸術学科］文芸コース
想いや考えを文章でうまく表現したいというのは誰もが望むことではないでしょう
か。小説やエッセイはもちろんのこと、詩や戯曲、旅行記、さらには文芸評論な
ど、さまざまな種類の文芸作品を仕上げます。それらを通じて書く技法を学びま
す。読むことと書くことを通じて、自分自身と向き合い、表現する。それが文芸コー
スの学びです。

安藤善隆 准教授
関西大学法学部卒業。編集者・文

筆家。ぴあ株式会社入社後、ぴあ

関西版編集長などを務め、現在は

様々な媒体に評論、コラム、インタ

ビュー等を執筆するほか、長年戯曲

賞応募作の選考にも携わる。

［芸術学科］アートライティングコース
本コースは芸術や文化の書き手を育てることを目的としています。広く世界の芸術
史や芸術理論の基礎知識を学びつつ、芸術についての研究や批評などの専門的な
アプローチ方法を習得。他者に伝わる批評的（クリティカル）な文章の作成を実践
的に学びます。自分が発見し、「すばらしい！」「面白い！」と思えるアートや文化活
動の価値をことばにして他者に伝え
たい、広く発信してみたいという学
生を求めています。
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大辻都 教授　

東京大学大学院総合文化研究

科博士課程修了。博士（学術）。

専門はフランス語圏文学および

現代文学全般。著書に『渡りの

文学』（法政大学出版局／ 2013

年）など。

［芸術教養学科］［美術科］書画コース
芸術的素養や知識、考え方をもって今の自分を高めたい、創造的な思考を仕事や
生活に活かしたいと意欲を持たれている方にぜひ。
芸術の本来の意味は「人間を自由にする学問」。芸術を学ぶことで個人のチカラ
を拡張し、真に自由な人としての教養を身につけることなのです。
そんな芸術教養を備えた社会人が増
えることで、この社会はきっとより良く
変わっていくと信じています。

「墨」は数千年という歴史の中で多くの人を魅了してきました。ものの見方は一つで
はなく、さまざまな可能性を秘めています。これから墨を深く理解するためには、書
画表現と真摯に向き合い多くの経験を積むことです。そのためには効率よく最短距
離を進むのではなく、時には立ち止まり、寄り道する心のゆとりが必要になってき
ます。自分と向き合う時間、それは他人の評価ではなく自己への挑戦です。さあ、
機は熟しました。新たなカリキュラム
のもと、唯一無二の書画世界を創造
していきましょう！ ひ

と
り
で
も
多
く
の
社
会
人
に
、

自
分
の
生
活
を
高
め
る
感
性
と

力
を
手
に
入
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早川克美 教授

武蔵野美術大学工芸工業デザ

イン学科卒業。東京大学大学院

学際情報学府 修了。 GKインダ

ストリアルデザイン研究所、GK

設計を経て2003 年 F.PLUS 設

立。同代表・アートディレクター。

塩見貴彦 准教授

二松学舎大学文学部中国文学科

卒業後、中国政府奨学金を得て中

国美術学院に留学。同大学院中国

画山水学科修士課程修了。 2018

年 第 2 回 ASIAN ART BIENNIAL

銅賞（香港）ほか受賞歴多数。

［美術科］写真コース
写真コースでは、写真を記録と表現の両面から理解し、制作に取り組んでいきま
す。芸術系大学では数少ない写真専攻のひとつであり、体系的にしっかり学ぶこと
ができます。単なる技術だけでなく、思考を重視してカリキュラムを展開します。ま
た学習成果を積極的に世の中に発信していくすべについても学んでいきます。個展
開催や写真集出版、海外での作品展
示など実際に写真界で活躍し、注目
されている作家を輩出しています。
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勝又公仁彦 准教授

早稲田大学法学部卒業、「時間」

「光」「場所」などをサブテーマに、

写真の構造に触れるコンセプチャル

な作品展開を続ける。東京国立近

代美術館など国内外の主要なコレ

クションに作品が収蔵されている。

［美術科］染織コース
染めることや織ることを通して自分の可能性を発見します。壁にかけるタピストリー
から、コップの下に敷くコースター、衣服を彩る模様やかたち、絵画や彫刻のような
自己表現までさまざまです。どのような染織を目指すか、色々な試みの中でみつけ
ていきます。染織を通じてまずは自分を知ること、次に自分の得意な方法で社会に
発信することを考えます。

自
分
の
可
能
性
や
社
会
に

つ
な
が
る
染
織
の
糸
を

た
ど
り
ま
せ
ん
か

久田多恵 准教授

京都市立芸術大学大学院美術研究

科修士課程修了。織作品を中心に、

ニッティング、フェルティング、縫い

などの技法で繊維を素材とした造

形作品発表を行う他、数多くの展

覧会にも出品。

［美術科］陶芸コース
陶芸という世界を通じて、生活に潤いを与える器をつくること、アートとして自己表
現となる作品づくりが学べます。ただつくるための技術ではなく、それを使っていか
に美しい形をつくりだすか、自分が表現したい形を実現するにはどうすればいいの
か、ちったイメージを形にする勉強をするのが大きな目的です。まったく初めて土に触
ろうとする人でも着実に勉強をすすめ
ていけるカリキュラムを用意してます ！

西村充 准教授

大阪芸術大学芸術専攻科工芸

専攻修了。器から立体まで陶に

よる作品を制作。主に陶がみせ

るテクスチャーを意識したスラブ

による作品を制作している。

［美術科］洋画コース
洋画コースではまず、「自分の眼と手」を尊重します。今まで見てきた「ものごと」
の多くが世間の常識や一般的な知識であるなか、真に「見ることは何か」を探りま
す。見て描くことを自分の中に蓄積するうち、自己の表現したいことが形となって現
れ、創造の面白さを知るのです。ご自宅で絵具を広げ、描きかけの絵を眺める環境
をつくるのは少々大変なことかもし
れません。しかし、一歩を踏み出せ
ば新しい世界が必ず待っています。

奥田輝芳 教授

京都市立芸術大学大学院美術研

究科油画修了。 2020 年「natural 

vol.2」（ギャラリーヒルゲート）、

2019 年「DECADE」（ga l e r i e 

weissraum）等。

［美術科］日本画コース
絵が好きな方、新しいことを始めてみようというチャレンジ精神旺盛な方、自然を
愛する方…そしてすべての方に。初めてでも心配ありません。ひとつひとつの学び
によって、絵が上手くなるだけではなく、生活の中に発見が増え、描くほどに自分
のこころを成長させることができます。卒業後にこそどんどん活躍していただけるよ
う、焦らずじっくりと、そして楽しく力
をつけていきましょう。

松生歩 教授

京都市立芸術大学大学院修了。山

種美術館大賞展大賞、菅楯彦大賞

展大賞、京都府文化賞奨励賞など

受賞歴多数。文学や文章表現と絵

画との融合を指向し自作の物語や

詩と絵画による個展を中心に活動。

［芸術学科］和の伝統文化コース
本コースでは、能楽、歌舞伎、茶の湯、生け花など諸々の伝統文化を広く学習の
対象としています。伝統文化といっても、固まった知識や作法として捉えるのではな
く、現代人である我々が生活していく中で活かせるような柔らかい知恵として、伝
統文化を考え、身につけることを目指しています。また、個々の伝統文化を別々に
身につけるのではなく、それらに貫徹
する「こころ」を見出すことができれば
と考えています。

森田都紀 准教授

東京藝術大学大学院音楽研究科博

士後期課程修了。博士 ( 音楽学 )。

日本学術振興会特別研究員（PD）

等を経て現職。専門は芸能史、日本

音楽史。とくに能の演奏技法の伝

承を研究。

［芸術学科］芸術学コース
大学における勉強のゴールは人それぞれ。優れた卒業論文を執筆して大学院に進
学したり、研究者になったりすることだけがゴールではありません。たとえば、芸術
に関する哲学書を時間をかけてじっくり読む、ひとつの芸術作品について深く考察
する、博物館や美術館で研究対象と出会う、学友や家族と芸術談義にふける、と
いうように生涯にわたって日頃の生活
の中で学んだ成果を大いに楽しむこと
ができます。

金子典正 教授

早稲田大学文学研究科博士後期

課程満期退学。博士（文学）。専門

は仏教美術史、東洋美術史。『ア

ジアの芸術史造形編Ⅰ 中国の美

術と工芸」（2013）など著書、共著

多数。

コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→
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博物館学芸員課程
学芸員の仕事は、知識や経験はもとより、さまざまな時代や地域、文化圏のものの
見方や感性を受け入れ、ときにはそこから新しい価値を発見していく柔軟さが求め
られます。本課程は、年齢も住んでる地域も、経歴やバックグラウンドもさまざまで
あり、お互いによい刺激を与え合うことができます。
また、時間を有効に使いながら自分のペースで学習を進められる点も利点です。
やるべきことは少なくはないですが、それで
もじっくりと時間をかけて腰を据えて学芸
員としての発想や思考を学べます！

田中梨枝子 准教授

神戸大学大学院修了。製菓会社

の商品企画、複数美術館・博物

館勤務を経て現職。美術科教育

に関心を持ち、世代による鑑賞の

違いに注目。教育プログラムの企

画・実践、教材開発などを行う。

［デザイン科］空間演出デザインコース
「空間演出デザイン」とは聞き慣れない言葉だと思いますが、決して特別なことで
はなく、皆さんの日常生活の延長にあるもの。身の回りを心地よくしようとする小さ
な取り組みも問題を解決しようと試みる「空間演出デザイン」といえます。だれもが
はじめやすく、自らの経験を活かせる分野であり、かつ生活スタイルの変化にとも
なってつねに成長をつづけるデザイ
ンです。興味のある方はぜひ気軽
に、その扉をノックしてください。

上田篤 副学長／教授

大阪岸和田市出身。だんじり囃子

を聞きながら育つ。京都工芸繊維

大学大学院修了後、就職先で建

築設計からマーケティングまで担

当しその後独立。本学通信教育部

のあらゆるところで奮闘中。

［デザイン科］ランドスケープデザインコース
＜ランドスケープ＝風景＞はすでにそこにあり、すべてをゼロからデザインすること
はできません。必要なのは既存の風景の「どこに目をつけ」、それを活かすために
「何を除き、加えるか」といった広い意味での編集能力です。そのためには異業種
で得た知識や技術、家庭や社会で培った経験など幅広い見識が大変役に立ちま
す。通信教育の利点を活かして、
仕事や家庭を持っている方にこそ
チャレンジしていただきたいです。

稲田多喜夫 准教授

東京藝術大学卒業後、鈴木昌

道造園研究所に在籍し、茨城

県県庁舎、清瀬駅北口広場（東

京）などのランドスケープデザイ

ンを担当。稲田ランドスケープ

デザイン事務所を立ち上げ、国

内外のプロジェクトを担当。

［デザイン科］建築デザインコース
建築は本来、衣食住の「住」にはじまるように誰もが身近な地域や環境を豊かにす
るために様々な実践が可能な領域です。学生としてだけでなく、家事や育児、介護
といった実生活や、社会人として働く方の多い本コースでは、それぞれの生活意識
や実感を生かしながら建築のデザインを学ぶことができます。大学で学んだ建築の
知識や技術、思考する力を、そ
れぞれの環境、身近な誰かの
ために実践できる人になっても
らいたいと願っています。

殿井環 専任講師

東京工業大学大学院建築学

専攻修了。山本理顕設計工場

にてアジア圏の様々なプロジェ

クトを担当。 2012 年に殿井

建築設計事務所を共同主宰。

日本建築学会作品選集新人

賞等、国内各賞を受賞。

［デザイン科］グラフィックデザインコース
日常にあふれる「デザイン」というジャンルを学ぶことは特別なことではありませ
ん。しかし、学ぶという行為はこれまでの自分を異なる方向から見つめ新たな道を
切り開く原動力になります。それらの力はデザインの領域を超えて、みなさんの仕
事や生活、人生を豊かなものにできると信じています。少し視点を変えるだけで、
大切なことや改善すべき問題、あるいは物事の本質や普遍のテーマ
をも発見できるでしょう。

上原英司 准教授

京都精華大学美術学部デザイン学科

ビジュアルコミュニケーションデザイン

専攻卒業。大日本印刷株式会社 CDC

事業部入社。カタログやパンフレット、

カレンダーなどのペーパーメディアから

イベント企画、ウェブをはじめとするデ

ジタルコンテンツまで、企業のセールス

プロモーションのプランニングおよび

アートディレクションを数多く手掛ける。

［デザイン科］イラストレーションコース
イラストレーションは誰でも簡単にはじめられて、イメージをダイレクトに表現でき
る手段です。イラストを描けると地域や言語はもちろん、時代を超えて様々な人とコ
ミュニケーションをとることができます。プロの世界に挑戦するのも、自身の表現を
突き詰めるのも自由です。是非、本コースであなた自身の感性を育てながら新しい
可能性をみつけてください。

虎硬 准教授

イラストレーター、プロデューサー。

ピクシブ株式会社所属。制作実績

にバンド「神様、僕は気づいてし

まった」メインヴィジュアル、株式会

社アニメイト企業ロゴなど。その他

Google+、TOYOTAプリウスなど

PRイラスト多数担当。

京都芸術大学 通信教育部の特長
忙しい社会人でも、初心者の方でも。京都芸術大学だからこそ、安心して学修に取り組める体制を整えています。
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京都芸術大学
通信教育部へようこそ

Let's Back to School！
コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→
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ｎ＝在学生数 10,645 名
（2021 年 5月現在）

20代
23％

10代5％

30代
17％

40代
21％

50代
20％

60代
11％

70～90代3％1万人が学ぶ日本最大の芸術大学
18 歳から96 歳まで、10,645 名が在籍
（2021 年 5月現在）。会社員・主婦・定
年後などのあらゆる立場・職業の人々が
全国＋海外から集う、日本初の通信による
4年制芸術大学です。

対面授業は週末2日間。
京都・東京のキャンパスだけで卒業可能。
スクーリング（対面授業）は週末 2日間で
受講。京都または東京のキャンパスだけで
卒業できます。（※）
またオンラインによるスクーリング（遠隔授
業）も充実しています。

※陶芸は京都または遠隔のみ
※染織は一部を除き京都または遠隔のみ
※「手のひら芸大」はすべてオンライン上
での受講。

教員によるアドバイス

延べ1000名以上の教員による丁寧な添削
教員によるアドバイスがびっしりと書き
込まれて返却される、細やかな添削指導
が好評。添削のほか、学習用Webサイト
『airU（エアー・ユー）』で提供される本
学独自の動画教材を視聴することで、自宅
でも臨場感のある学びが受けられます。

添削例をみる

https://www.kyoto-art.ac.jp/
t/about/correction/

オンラインで授業を無料体験しよう

”

“
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京都芸術大学通信教育部へようこそLet's Back to School！

［芸術学科］歴史遺産コース
今日に遺されてきた形ある「もの」（美術工芸、建築、庭園、古文書など）、形のな
い「もの」（芸能、祭、習俗など）は、歴史や宗教、思想など人々の「こころ」をとも
なってきたからこそ、長い年月のなかで大切に守られてきたのです。
私たち自らが「もの」と「こころ」の実際を知り、理解しなければ、文化遺産は伝え
られません。過去を知り、現在を
考え、未来につなぐ、その学びの
場が歴史遺産コースです。 日

本
の
歴
史
遺
産
の

未
来
は
わ
た
し
た
ち
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す

栗本徳子 教授

同志社大学文学部文化学科卒業。

日図デザイン博物館学芸員を経

て、同志社大学文学研究科博士課

程前期修了、同博士課程後期単位

修得退学。共著に『文化史学の挑

戦』（思文閣出版 /2005）等。

［芸術学科］文芸コース
想いや考えを文章でうまく表現したいというのは誰もが望むことではないでしょう
か。小説やエッセイはもちろんのこと、詩や戯曲、旅行記、さらには文芸評論な
ど、さまざまな種類の文芸作品を仕上げます。それらを通じて書く技法を学びま
す。読むことと書くことを通じて、自分自身と向き合い、表現する。それが文芸コー
スの学びです。

安藤善隆 准教授
関西大学法学部卒業。編集者・文

筆家。ぴあ株式会社入社後、ぴあ

関西版編集長などを務め、現在は

様々な媒体に評論、コラム、インタ

ビュー等を執筆するほか、長年戯曲

賞応募作の選考にも携わる。

［芸術学科］アートライティングコース
本コースは芸術や文化の書き手を育てることを目的としています。広く世界の芸術
史や芸術理論の基礎知識を学びつつ、芸術についての研究や批評などの専門的な
アプローチ方法を習得。他者に伝わる批評的（クリティカル）な文章の作成を実践
的に学びます。自分が発見し、「すばらしい！」「面白い！」と思えるアートや文化活
動の価値をことばにして他者に伝え
たい、広く発信してみたいという学
生を求めています。
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大辻都 教授　

東京大学大学院総合文化研究

科博士課程修了。博士（学術）。

専門はフランス語圏文学および

現代文学全般。著書に『渡りの

文学』（法政大学出版局／ 2013

年）など。

［芸術教養学科］［美術科］書画コース
芸術的素養や知識、考え方をもって今の自分を高めたい、創造的な思考を仕事や
生活に活かしたいと意欲を持たれている方にぜひ。
芸術の本来の意味は「人間を自由にする学問」。芸術を学ぶことで個人のチカラ
を拡張し、真に自由な人としての教養を身につけることなのです。
そんな芸術教養を備えた社会人が増
えることで、この社会はきっとより良く
変わっていくと信じています。

「墨」は数千年という歴史の中で多くの人を魅了してきました。ものの見方は一つで
はなく、さまざまな可能性を秘めています。これから墨を深く理解するためには、書
画表現と真摯に向き合い多くの経験を積むことです。そのためには効率よく最短距
離を進むのではなく、時には立ち止まり、寄り道する心のゆとりが必要になってき
ます。自分と向き合う時間、それは他人の評価ではなく自己への挑戦です。さあ、
機は熟しました。新たなカリキュラム
のもと、唯一無二の書画世界を創造
していきましょう！ ひ

と
り
で
も
多
く
の
社
会
人
に
、

自
分
の
生
活
を
高
め
る
感
性
と

力
を
手
に
入
れ
て
ほ
し
い

早川克美 教授

武蔵野美術大学工芸工業デザ

イン学科卒業。東京大学大学院

学際情報学府 修了。 GKインダ

ストリアルデザイン研究所、GK

設計を経て2003 年 F.PLUS 設

立。同代表・アートディレクター。

塩見貴彦 准教授

二松学舎大学文学部中国文学科

卒業後、中国政府奨学金を得て中

国美術学院に留学。同大学院中国

画山水学科修士課程修了。 2018

年 第 2 回 ASIAN ART BIENNIAL

銅賞（香港）ほか受賞歴多数。

［美術科］写真コース
写真コースでは、写真を記録と表現の両面から理解し、制作に取り組んでいきま
す。芸術系大学では数少ない写真専攻のひとつであり、体系的にしっかり学ぶこと
ができます。単なる技術だけでなく、思考を重視してカリキュラムを展開します。ま
た学習成果を積極的に世の中に発信していくすべについても学んでいきます。個展
開催や写真集出版、海外での作品展
示など実際に写真界で活躍し、注目
されている作家を輩出しています。

世
界
の
声
に
耳
を
傾
け

そ
の
秘
密
を
開
示
す
る

作
品
へ
の
第
一
歩
を

勝又公仁彦 准教授

早稲田大学法学部卒業、「時間」

「光」「場所」などをサブテーマに、

写真の構造に触れるコンセプチャル

な作品展開を続ける。東京国立近

代美術館など国内外の主要なコレ

クションに作品が収蔵されている。

［美術科］染織コース
染めることや織ることを通して自分の可能性を発見します。壁にかけるタピストリー
から、コップの下に敷くコースター、衣服を彩る模様やかたち、絵画や彫刻のような
自己表現までさまざまです。どのような染織を目指すか、色々な試みの中でみつけ
ていきます。染織を通じてまずは自分を知ること、次に自分の得意な方法で社会に
発信することを考えます。

自
分
の
可
能
性
や
社
会
に

つ
な
が
る
染
織
の
糸
を

た
ど
り
ま
せ
ん
か

久田多恵 准教授

京都市立芸術大学大学院美術研究

科修士課程修了。織作品を中心に、

ニッティング、フェルティング、縫い

などの技法で繊維を素材とした造

形作品発表を行う他、数多くの展

覧会にも出品。

［美術科］陶芸コース
陶芸という世界を通じて、生活に潤いを与える器をつくること、アートとして自己表
現となる作品づくりが学べます。ただつくるための技術ではなく、それを使っていか
に美しい形をつくりだすか、自分が表現したい形を実現するにはどうすればいいの
か、ちったイメージを形にする勉強をするのが大きな目的です。まったく初めて土に触
ろうとする人でも着実に勉強をすすめ
ていけるカリキュラムを用意してます！

西村充 准教授

大阪芸術大学芸術専攻科工芸

専攻修了。器から立体まで陶に

よる作品を制作。主に陶がみせ

るテクスチャーを意識したスラブ

による作品を制作している。

［美術科］洋画コース
洋画コースではまず、「自分の眼と手」を尊重します。今まで見てきた「ものごと」
の多くが世間の常識や一般的な知識であるなか、真に「見ることは何か」を探りま
す。見て描くことを自分の中に蓄積するうち、自己の表現したいことが形となって現
れ、創造の面白さを知るのです。ご自宅で絵具を広げ、描きかけの絵を眺める環境
をつくるのは少々大変なことかもし
れません。しかし、一歩を踏み出せ
ば新しい世界が必ず待っています。

奥田輝芳 教授

京都市立芸術大学大学院美術研

究科油画修了。 2020 年「natural 

vol.2」（ギャラリーヒルゲート）、

2019 年「DECADE」（ga l e r i e

weissraum）等。

［美術科］日本画コース
絵が好きな方、新しいことを始めてみようというチャレンジ精神旺盛な方、自然を
愛する方…そしてすべての方に。初めてでも心配ありません。ひとつひとつの学び
によって、絵が上手くなるだけではなく、生活の中に発見が増え、描くほどに自分
のこころを成長させることができます。卒業後にこそどんどん活躍していただけるよ
う、焦らずじっくりと、そして楽しく力
をつけていきましょう。

松生歩 教授

京都市立芸術大学大学院修了。山

種美術館大賞展大賞、菅楯彦大賞

展大賞、京都府文化賞奨励賞など

受賞歴多数。文学や文章表現と絵

画との融合を指向し自作の物語や

詩と絵画による個展を中心に活動。

［芸術学科］和の伝統文化コース
本コースでは、能楽、歌舞伎、茶の湯、生け花など諸々の伝統文化を広く学習の
対象としています。伝統文化といっても、固まった知識や作法として捉えるのではな
く、現代人である我々が生活していく中で活かせるような柔らかい知恵として、伝
統文化を考え、身につけることを目指しています。また、個々の伝統文化を別々に
身につけるのではなく、それらに貫徹
する「こころ」を見出すことができれば
と考えています。

森田都紀 准教授

東京藝術大学大学院音楽研究科博

士後期課程修了。博士 ( 音楽学 )。

日本学術振興会特別研究員（PD）

等を経て現職。専門は芸能史、日本

音楽史。とくに能の演奏技法の伝

承を研究。

［芸術学科］芸術学コース
大学における勉強のゴールは人それぞれ。優れた卒業論文を執筆して大学院に進
学したり、研究者になったりすることだけがゴールではありません。たとえば、芸術
に関する哲学書を時間をかけてじっくり読む、ひとつの芸術作品について深く考察
する、博物館や美術館で研究対象と出会う、学友や家族と芸術談義にふける、と
いうように生涯にわたって日頃の生活
の中で学んだ成果を大いに楽しむこと
ができます。

金子典正 教授

早稲田大学文学研究科博士後期

課程満期退学。博士（文学）。専門

は仏教美術史、東洋美術史。『ア

ジアの芸術史造形編Ⅰ 中国の美

術と工芸」（2013）など著書、共著

多数。

コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→

生
活
に
生
き
る
柔
ら
か
い

知
恵
と
し
て
伝
統
文
化
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
作
品
を

読
み
ひ
と
に
伝
わ
る
文
章
を

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

新
し
い
技
術
、表
現
に
挑
み

火
と
土
の
可
能
性
を

探
り
ま
す

臆
せ
ず
、気
張
ら
ず
、扉
を

あ
け
て
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
を

自
分
の
世
界
に

人
生
の
支
え
と
な
る

日
本
画
制
作
を

一
歩
ず
つ
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

豊
か
な
人
生
を
目
指
し
て

芸
術
を
め
ぐ
る
知
の
旅
へ

「
書
」と「
画
」を
通
じ
て

心
と
対
話
し
、筆
墨
で
新
た
な

未
来
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。
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博物館学芸員課程
学芸員の仕事は、知識や経験はもとより、さまざまな時代や地域、文化圏のものの
見方や感性を受け入れ、ときにはそこから新しい価値を発見していく柔軟さが求め
られます。本課程は、年齢も住んでる地域も、経歴やバックグラウンドもさまざまで
あり、お互いによい刺激を与え合うことができます。
また、時間を有効に使いながら自分のペースで学習を進められる点も利点です。
やるべきことは少なくはないですが、それで
もじっくりと時間をかけて腰を据えて学芸
員としての発想や思考を学べます！

田中梨枝子 准教授

神戸大学大学院修了。製菓会社

の商品企画、複数美術館・博物

館勤務を経て現職。美術科教育

に関心を持ち、世代による鑑賞の

違いに注目。教育プログラムの企

画・実践、教材開発などを行う。

［デザイン科］空間演出デザインコース
「空間演出デザイン」とは聞き慣れない言葉だと思いますが、決して特別なことで
はなく、皆さんの日常生活の延長にあるもの。身の回りを心地よくしようとする小さ
な取り組みも問題を解決しようと試みる「空間演出デザイン」といえます。だれもが
はじめやすく、自らの経験を活かせる分野であり、かつ生活スタイルの変化にとも
なってつねに成長をつづけるデザイ
ンです。興味のある方はぜひ気軽
に、その扉をノックしてください。

上田篤 副学長／教授

大阪岸和田市出身。だんじり囃子

を聞きながら育つ。京都工芸繊維

大学大学院修了後、就職先で建

築設計からマーケティングまで担

当しその後独立。本学通信教育部

のあらゆるところで奮闘中。

［デザイン科］ランドスケープデザインコース
＜ランドスケープ＝風景＞はすでにそこにあり、すべてをゼロからデザインすること
はできません。必要なのは既存の風景の「どこに目をつけ」、それを活かすために
「何を除き、加えるか」といった広い意味での編集能力です。そのためには異業種
で得た知識や技術、家庭や社会で培った経験など幅広い見識が大変役に立ちま
す。通信教育の利点を活かして、
仕事や家庭を持っている方にこそ
チャレンジしていただきたいです。

稲田多喜夫 准教授

東京藝術大学卒業後、鈴木昌

道造園研究所に在籍し、茨城

県県庁舎、清瀬駅北口広場（東

京）などのランドスケープデザイ

ンを担当。稲田ランドスケープ

デザイン事務所を立ち上げ、国

内外のプロジェクトを担当。

［デザイン科］建築デザインコース
建築は本来、衣食住の「住」にはじまるように誰もが身近な地域や環境を豊かにす
るために様々な実践が可能な領域です。学生としてだけでなく、家事や育児、介護
といった実生活や、社会人として働く方の多い本コースでは、それぞれの生活意識
や実感を生かしながら建築のデザインを学ぶことができます。大学で学んだ建築の
知識や技術、思考する力を、そ
れぞれの環境、身近な誰かの
ために実践できる人になっても
らいたいと願っています。

殿井環 専任講師

東京工業大学大学院建築学

専攻修了。山本理顕設計工場

にてアジア圏の様々なプロジェ

クトを担当。 2012 年に殿井

建築設計事務所を共同主宰。

日本建築学会作品選集新人

賞等、国内各賞を受賞。

［デザイン科］グラフィックデザインコース
日常にあふれる「デザイン」というジャンルを学ぶことは特別なことではありませ
ん。しかし、学ぶという行為はこれまでの自分を異なる方向から見つめ新たな道を
切り開く原動力になります。それらの力はデザインの領域を超えて、みなさんの仕
事や生活、人生を豊かなものにできると信じています。少し視点を変えるだけで、
大切なことや改善すべき問題、あるいは物事の本質や普遍のテーマ
をも発見できるでしょう。

上原英司 准教授

京都精華大学美術学部デザイン学科

ビジュアルコミュニケーションデザイン

専攻卒業。大日本印刷株式会社 CDC

事業部入社。カタログやパンフレット、

カレンダーなどのペーパーメディアから

イベント企画、ウェブをはじめとするデ

ジタルコンテンツまで、企業のセールス

プロモーションのプランニングおよび

アートディレクションを数多く手掛ける。

［デザイン科］イラストレーションコース
イラストレーションは誰でも簡単にはじめられて、イメージをダイレクトに表現でき
る手段です。イラストを描けると地域や言語はもちろん、時代を超えて様々な人とコ
ミュニケーションをとることができます。プロの世界に挑戦するのも、自身の表現を
突き詰めるのも自由です。是非、本コースであなた自身の感性を育てながら新しい
可能性をみつけてください。

虎硬 准教授

イラストレーター、プロデューサー。

ピクシブ株式会社所属。制作実績

にバンド「神様、僕は気づいてし

まった」メインヴィジュアル、株式会

社アニメイト企業ロゴなど。その他

Google+、TOYOTAプリウスなど

PRイラスト多数担当。

京都芸術大学 通信教育部の特長
忙しい社会人でも、初心者の方でも。京都芸術大学だからこそ、安心して学修に取り組める体制を整えています。

全
国
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
資
格
取
得
が

目
指
せ
ま
す
！

身
の
ま
わ
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よ
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す
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夫
も
じ
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は
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ザ
イ
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ラ
ス
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ま
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問
題
を
み
つ
け
、解
決
策
を

考
え
る
デ
ザ
イ
ン
で
、日
常

の
見
方
も
変
わ
り
ま
す

京都芸術大学
通信教育部へようこそ

Let's Back to School！
コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！

お申込はこちらから→

野
に
花
を
、空
に
月
を

み
つ
け
る
そ
ん
な
小
さ
な

感
動
か
ら
自
分
の
デ
ザ
イ
ン

を
探
し
て
く
だ
さ
い

ｎ＝在学生数 10,645 名
（2021 年 5月現在）

20代
23％

10代5％

30代
17％

40代
21％

50代
20％

60代
11％

70～90代3％1万人が学ぶ日本最大の芸術大学
18 歳から96 歳まで、10,645 名が在籍
（2021 年 5月現在）。会社員・主婦・定
年後などのあらゆる立場・職業の人々が
全国＋海外から集う、日本初の通信による
4年制芸術大学です。

対面授業は週末2日間。
京都・東京のキャンパスだけで卒業可能。
スクーリング（対面授業）は週末 2日間で
受講。京都または東京のキャンパスだけで
卒業できます。（※）
またオンラインによるスクーリング（遠隔授
業）も充実しています。

※陶芸は京都または遠隔のみ
※染織は一部を除き京都または遠隔のみ
※「手のひら芸大」はすべてオンライン上
での受講。

教員によるアドバイス

延べ1000名以上の教員による丁寧な添削
教員によるアドバイスがびっしりと書き
込まれて返却される、細やかな添削指導
が好評。添削のほか、学習用Webサイト
『airU（エアー・ユー）』で提供される本
学独自の動画教材を視聴することで、自宅
でも臨場感のある学びが受けられます。

添削例をみる

https://www.kyoto-art.ac.jp/
t/about/correction/

オンラインで授業を無料体験しよう

”

“
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博物館学芸員課程
学芸員の仕事は、知識や経験はもとより、さまざまな時代や地域、文化圏のものの
見方や感性を受け入れ、ときにはそこから新しい価値を発見していく柔軟さが求め
られます。本課程は、年齢も住んでる地域も、経歴やバックグラウンドもさまざまで
あり、お互いによい刺激を与え合うことができます。
また、時間を有効に使いながら自分のペースで学習を進められる点も利点です。  
やるべきことは少なくはないですが、それで
もじっくりと時間をかけて腰を据えて学芸
員としての発想や思考を学べます！

田中梨枝子 准教授

神戸大学大学院修了。製菓会社

の商品企画、複数美術館・博物

館勤務を経て現職。美術科教育

に関心を持ち、世代による鑑賞の

違いに注目。教育プログラムの企

画・実践、教材開発などを行う。

［デザイン科］空間演出デザインコース
「空間演出デザイン」とは聞き慣れない言葉だと思いますが、決して特別なことで
はなく、皆さんの日常生活の延長にあるもの。身の回りを心地よくしようとする小さ
な取り組みも問題を解決しようと試みる「空間演出デザイン」といえます。だれもが
はじめやすく、自らの経験を活かせる分野であり、かつ生活スタイルの変化にとも
なってつねに成長をつづけるデザイ
ンです。興味のある方はぜひ気軽
に、その扉をノックしてください。

上田篤 副学長／教授

大阪岸和田市出身。だんじり囃子

を聞きながら育つ。京都工芸繊維

大学大学院修了後、就職先で建

築設計からマーケティングまで担

当しその後独立。本学通信教育部

のあらゆるところで奮闘中。

［デザイン科］ランドスケープデザインコース
＜ランドスケープ＝風景＞はすでにそこにあり、すべてをゼロからデザインすること
はできません。必要なのは既存の風景の「どこに目をつけ」、それを活かすために
「何を除き、加えるか」といった広い意味での編集能力です。そのためには異業種
で得た知識や技術、家庭や社会で培った経験など幅広い見識が大変役に立ちま
す。通信教育の利点を活かして、
仕事や家庭を持っている方にこそ
チャレンジしていただきたいです。

稲田多喜夫 准教授

東京藝術大学卒業後、鈴木昌

道造園研究所に在籍し、茨城

県県庁舎、清瀬駅北口広場（東

京）などのランドスケープデザイ

ンを担当。稲田ランドスケープ

デザイン事務所を立ち上げ、国

内外のプロジェクトを担当。

［デザイン科］建築デザインコース
建築は本来、衣食住の「住」にはじまるように誰もが身近な地域や環境を豊かにす
るために様々な実践が可能な領域です。学生としてだけでなく、家事や育児、介護
といった実生活や、社会人として働く方の多い本コースでは、それぞれの生活意識
や実感を生かしながら建築のデザインを学ぶことができます。大学で学んだ建築の
知識や技術、思考する力を、そ
れぞれの環境、身近な誰かの
ために実践できる人になっても
らいたいと願っています。

殿井環 専任講師

東京工業大学大学院建築学

専攻修了。山本理顕設計工場

にてアジア圏の様々なプロジェ

クトを担当。 2012 年に殿井

建築設計事務所を共同主宰。  

日本建築学会作品選集新人

賞等、国内各賞を受賞。

［デザイン科］グラフィックデザインコース
日常にあふれる「デザイン」というジャンルを学ぶことは特別なことではありませ
ん。しかし、学ぶという行為はこれまでの自分を異なる方向から見つめ新たな道を
切り開く原動力になります。それらの力はデザインの領域を超えて、みなさんの仕
事や生活、人生を豊かなものにできると信じています。少し視点を変えるだけで、
大切なことや改善すべき問題、あるいは物事の本質や普遍のテーマ
をも発見できるでしょう。

上原英司 准教授

京都精華大学美術学部デザイン学科

ビジュアルコミュニケーションデザイン

専攻卒業。大日本印刷株式会社 CDC

事業部入社。カタログやパンフレット、

カレンダーなどのペーパーメディアから

イベント企画、ウェブをはじめとするデ

ジタルコンテンツまで、企業のセールス

プロモーションのプランニングおよび

アートディレクションを数多く手掛ける。

［デザイン科］イラストレーションコース
イラストレーションは誰でも簡単にはじめられて、イメージをダイレクトに表現でき
る手段です。イラストを描けると地域や言語はもちろん、時代を超えて様々な人とコ
ミュニケーションをとることができます。プロの世界に挑戦するのも、自身の表現を
突き詰めるのも自由です。是非、本コースであなた自身の感性を育てながら新しい
可能性をみつけてください。

虎硬 准教授

イラストレーター、プロデューサー。

ピクシブ株式会社所属。制作実績

にバンド「神様、僕は気づいてし

まった」メインヴィジュアル、株式会

社アニメイト企業ロゴなど。その他

Google+、TOYOTAプリウスなど

PRイラスト多数担当。

京都芸術大学 通信教育部の特長
忙しい社会人でも、初心者の方でも。京都芸術大学だからこそ、安心して学修に取り組める体制を整えています。
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京都芸術大学
通信教育部へようこそ

Let's Back to School！
コース別説明（LIVE配信）
で直接先生たちに会おう！
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ｎ＝在学生数 10,645 名
（2021 年 5月現在）

20代
23％

10代5％

30代
17％

40代
21％

50代
20％

60代
11％

70～90代3％1万人が学ぶ日本最大の芸術大学
18 歳から96 歳まで、10,645 名が在籍
（2021 年 5月現在）。会社員・主婦・定
年後などのあらゆる立場・職業の人々が
全国＋海外から集う、日本初の通信による
4年制芸術大学です。

対面授業は週末2日間。
京都・東京のキャンパスだけで卒業可能。
スクーリング（対面授業）は週末 2日間で
受講。京都または東京のキャンパスだけで
卒業できます。（※）
またオンラインによるスクーリング（遠隔授
業）も充実しています。

※陶芸は京都または遠隔のみ
※染織は一部を除き京都または遠隔のみ
※「手のひら芸大」はすべてオンライン上
での受講。

教員によるアドバイス

延べ1000名以上の教員による丁寧な添削
教員によるアドバイスがびっしりと書き
込まれて返却される、細やかな添削指導
が好評。添削のほか、学習用Webサイト
『airU（エアー・ユー）』で提供される本
学独自の動画教材を視聴することで、自宅
でも臨場感のある学びが受けられます。

添削例をみる

https://www.kyoto-art.ac.jp/
t/about/correction/

オンラインで授業を無料体験しよう
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博物館学芸員課程
学芸員の仕事は、知識や経験はもとより、さまざまな時代や地域、文化圏のものの
見方や感性を受け入れ、ときにはそこから新しい価値を発見していく柔軟さが求め
られます。本課程は、年齢も住んでる地域も、経歴やバックグラウンドもさまざまで
あり、お互いによい刺激を与え合うことができます。
また、時間を有効に使いながら自分のペースで学習を進められる点も利点です。
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